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要旨

吸い込まれるような深い緑、清{JiJな水が岩を食み流れる渓谷の町木曽町は、豊かな自然に恵まれ

た「水と緑Jの町だけでなく、古い歴史と伝統に彩られた文化の町でもあります。

800年昔、木曽義仲はこの地で育ち、後に京都に向かつて、征夷大将軍となり、歴史にその足

跡を刻みました。また、江戸日新ーたになってからは、中山道の要衝の町として、日本4大関所の一つ

が置かれた歴史の町であり、街道文化の花開いた山間の町でもあります。

近年は都会の旅人が、ゆったりと一息っしやすらぎのふるさとをめざして、地元産材を生かした

町づくりに取り組んでます。

はじめに

全国的に中心市街地の活性化が叫ばれている中、当町も平成13年度に「中心市街地活性化計画J

を策定しました。住民と行政とが協働してまちづくりを進めるうえで、貴重な資源である自然、歴

史、文化を見つめ直し、それを活かした整備を図り、住民や観光客が歩いて楽しめるまちづくりを

展開しています。

1 木曽町の概要

『日本のふるさと・豊かな水と緑あふるる故郷、木曽』を大きな将来像に掲げ、平成17年 11

月1日、木曽郡木曽福島町、同郡日義村、同郡開田村及び同郡三岳村を廃し、その区域をもって

木曽町が誕生しました。

人口は平成18年1月1日現在で13，959人、

世帯数5，263世帯で県下86市町村中26番目で

すが、依然過疎が進行している町です。

町域は、東西31.7k皿、南北26.2kmで、総面

積 476.06krrfを有し、全国の1，041ある町のう

ち197番目であり、岩手県の盛岡市と同等の広

さになります。

木曽町は、木曽ヒノキに代表される森林資源や

中京圏の水源である木曽川などが流れる豊かな自
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然lこ恵まれており、また、木曽御巌山をはじめと

する山岳信仰や日本4大関所のひとつが置かれた、

交通の要衝中山道の宿場町として、古くから多く

の人々が往来する地域でもあり、これらの貴重な

資源が今でも数多く残っている町で、すo

2 中心市街地活性化の必要性

木曽町Q).標要
動ザ

本普韓I的響楽龍一議腕縦揺づく史跡

r8事由ふるさ止 海鵜襲撃~N"''''山

豊かな議k韓あふるる融揮、本書』

旧木曽福島町の中心市街地は、木曽地域の行政・経済・教育・文化の中心として発展してき

ましたが、車社会の進展や生活スタイルの変化、また松本・塩尻市等の生活圏への拡大に影響

を受け、人々の流れが著しく変わってきました。これにより過疎化や少子高齢化、中心市卸世

における空家・空き底舗の増加や空洞化が深刻化し、中心商庖街は年々活力が低下している状

況でした。

空家・空き庖舗・空き地分布図
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このような背景化の中、平成10年に国が中心市街地活性化法を策定しました。当町において

も、法の現念に基づき、図のブローチャートのように、様々な問題点伊謀題を拾い出し、町民・

事業者・行政が協働しながら中心市街地にどのようにして人を集め、賑わいを生み出すことが

出来るかを検討し、市街地の整備と商業等の活性化の連携を図り、住み良く人々のふれあいが

あり、かっ来訪者に注目されるまちづくりを進めるため、平成 13年度に中心市働自の再生を

図る目的で計画を策定しました。

問題点・活用点・課題のフロー

3 事類焼要

(1)中心市街捌舌!生化計画の概要

太枠:課題枠無し:払可題点・活用点

『自然Jr歴史』資源を活用した歩
いて楽しいまち

木曽路ブームの終駕 .... 切除多いリビー聖一

褐
観光客の濡少
求めているのはf震史jr自然j

↓ 
『歴史Jr自然』を観光に活かす

町中ルートを確立、観光客を

畿導する

新規の観光客を獲得するため

にもPRを積極的に行う

新たな観光資源の検討(温泉

の利用等)

みんなでカを合わせるまち

協力体制
まちづくりへの憶力に
対する意自憶が低い

事業者がカを合わせ行

動を起こせる体制づくり

が必要

平成 13年度に策定された「中心市街地活性化計画Jは、町の中心部およそ 49ha(図の黒い

縁取り部分)が計画区域になっていますo 既存の施設や自然、歴史、商業等総合的に考え検討

した事業のひとつに「木曽川親水公園・行人橋歩道橋架設事業」が中心部の本町地区に計画さ

れましたふこの事業は、空家空き鴎南が連なる当地区の一角に風穴を開け、街中から木曽川が

望め、かっその水に触れることのできる親水歩道と、対岸の城山国有林の四季折々の景色を楽
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しみながら、旅の疲れを癒すことのできる「足湯jを組み合わせた親水公園、それから「行人

橋jを史実に基づき、元々あったこの場所に架設するという大きな計画で、親水公園は平成15

年度に、-行人橋歩道橋は平成 16年度の繰越事業で平成 17年の夏に完成しました。計画当初、

橋がまちづくりのランドマーク的な位置付けで、あり、多額な費用がかかるため、慎重に計画を

進めていましたが、町内外の多くの有志の皆さんより、まちづくりに対する寄付金が町に寄せ

られたため、一部事業費に当てて事業の具現化となりました。

も中心市街地活性化計画の概要
主要事業計画図

(2)行人橋について

行人橋歩道橋について・.. 
0福島宿絵図・・・・・遺位行人語を準仕権温蒐1¥.1::

写真1
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行人橋は戦国時代には既に架設され、古

橋と呼ばれていたそうです。写真1は、福

島宿絵図ですが、行人橋がはっきりと描か

れています。行人橋は、御巌登山道入口で

あり、対岸の城山(国有林)は聖域とされ、

山中のある権現滝は、御獄行者が身を清め

た場所と伝えられています。写真2は、明

治時代の行人橋で、今回の架設位置より低

い場所に架かっていますo写真3は、昭和

10年に本町地区の下流側にある、現在の

行人橋が架設された際に移設された標柱

です。この標柱は、今回架設された行人橋

歩道橋の左岸側に設置されました。



写真2 明治時代の行人橋

写真3

昭和10年架設時に移設された標柱→

(3) i行人橋(歩道橋)Jの概要

行人橋は元々はオ橋で、あったため、当初躯体も木で考えましたが構造上の関係や安全率を

考慮して、鋼桁を使いそれを木で覆う形状としました。木材はすべて地元産の木材を使用し、

森林管理署の協力を得て城山国有林からケヤキやスギの転倒木、枯損木の売り払いを受け、橋

梁の材料としました。

城山国有林より期オ、玉切りにして製材育庁へ搬出しました。(町民野球場にて)

左の図は、今回架設した、行人橋

歩道橋の設計平面図です。工事内容

としましては、橋台下部工・・・一

式(重力式橋台)、上部工は、鋼単

純中路地失桁橋で、橋長34.8m、有

効幅員2.0mの歩道橋となりますが、

右岸と左岸の高さが違うため、橋の

上路(桁の上)から下路(桁の下)

へ歩道部分が下がっている少し形状

の変わった橋になっていますo
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完成した行人橋歩道橋

高欄は木曽ヒノキ、鎧壁はサワラを使用

左の写真は、完成した行人橋歩道橋の全景

になります。高欄は木曽ヒノキで耐久性を上

げるためにプラスティックコーティング加工

したものを使用し、桁を覆っている鎧壁は、

森林管理署から買い受けたサワラに防虫処理

を施して使用しています。親柱は、御巌行者

が使用する「金剛杖jをモチーフにして城山

国有林より出材したケヤキを使用しています。

歩行面と橋の下側は、耐久性を考慮し合成木

材を使用しています。橋に使用した木材の総

使用量協約13ぽになります。

ケヤキの親柱

総事業費は、約89，000千円で、住民等から寄せられた約 10，000千円の寄付金を一部事業費

に当てています。

当時この場所にあった「御獄登山道Jの標柱も元の場所に戻り、往年の雰囲気をかもし出し

ています。平成17年7月14日に竣工式を迎え、関前中部森林管理局長さんをはじめ、関係者

によるテープカット、及。対卸巌行者の皆さんによる渡り初めが行われました。

竣工式テープカット 渡り初め 御巌登山道標柱



可色

4 事業の結果について考察

完成した「行人橋G歩道橋i)Jにより、町の中心部から城山自然遊歩道入口へのアクセスが良

くなり、ひとつの観光ルートが完成しました。遊歩道は、森林管理署及び木曽森林環境保全ふ

れあいセンターの協力を得て、城山史跡の森クラブや町商工会等により整備をしています。

②山城跡
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橋を渡り木曽川のせせらぎに耳を傾け、静かな美林で森林浴を楽しみながら、御巌行者が修

行した木曽義仲ゆかりの権現滝、戦国時代の山城跡をめぐり、谷あいにたたづむ旧木曽福島町

の眺めと木曽駒ヶ岳を望みながら、再び旧中山道の面影が残る上の段を経由して行人橋歩道橋

がある木曽川親水公園に戻れば、疲れた足を足湯で癒す「自然散策・癒しのコースJとなりまし

た。

城山国有林は、木曽福島駅からとても近く木曽の自然を満喫できる、本格的なハイキングコ

ースです。町民はもちろん、今後、観光客の皆さんの活用が強く期待できます。

おわりに

竃炎(かまあぶり)ピストロ松島亭

手前みそではありますが、昨年9月にオープン

した「竃炎(かまあぶり)ピストロ松島亭Jを少し

紹介させていただきます。これは、旧中山道の上

の段に残る!日家を、町が寄付していただき、その

建物をまちづくり会社の閥まちづくり木曽福島

が古民家再生をし、イタリアンレストランとして

いるものです。建物の内装等についても平成 16

年度に売り払いを受けた木材を多く使用してお

ります。料理もとてもおいしいので、是非お出か

けください。

最後になりましたが、城山国有林は、当町の貴重な背景林であり、癒しの源であると感じて

います。今後も森林管理署及び木曽森林環境保全ふれあいセンターの協力を得ながら憩いの森

として、城山史跡の森クラブ等のNPO団体を立ち上げ、引き続き整備を進める予定です。

この行人橋歩道橋が、中心市街地と城山国有林とを結ぶ架け橋となるように、木曽川の清ら

かな水と、城山国有林の森林、この町に住む人たち、また、訪れる人たちの交流を大切にしな.

がら、地元素材を生かした「歩いて感じるまち・木曽福島jを目指し、まちづくりを推進した

いと思います。

役場上より城山を望む
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